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第
二
百
三
十
二
回
『「
人
口
消
減
」
危
機
感
』 

 
 
 
 

相
沢 

英
之 

  

二
月
二
十
八
日
附
の
産
経
新
聞
の
一
面
に
こ
の
表
題
の
文
字
が
躍
っ
て
い
た
。 

 

昨
年
十
月
一
日
に
実
施
し
た
平
成
二
十
七
年
度
国
勢
調
査
の
速
報
値
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
総
人
口
は
一

億
二
七
一
一
万
人
で
、
二
十
二
年
実
施
の
前
回
調
査
か
ら
九
七
万
七
千
人
減
っ
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
年
）
の
国
勢
調
査
の
開
始
以
来
、
は
じ
め
て
の
人
口
減
と
な
っ
た
。
減
少
率
は
〇
、
七
％
で
あ
っ
て
、

高
齢
化
が
進
行
で
死
亡
者
数
が
大
幅
に
増
え
、
自
然
減
が
拡
大
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

 

平
成
二
七
年
の
国
連
推
計
で
各
国
の
総
人
口
を
比
較
す
る
と
、
日
本
は
前
回
と
同
じ
十
位
で
あ
る
が
、

二
二
～
二
七
年
の
増
減
率
で
は
人
口
上
位
二
〇
カ
国
の
う
ち
減
少
と
な
っ
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
だ
っ
た
。

人
口
が
増
加
し
た
の
は
東
京
な
ど
八
都
県
で
東
京
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）
は
全
国
の
人
口

の
二
八
・
四
％
を
占
め
、
五
年
間
で
五
〇
万
八
千
人
増
え
て
い
る
。 

 

市
町
村
別
で
は
、
全
体
の
八
二
・
四
％
に
当
る
一
四
一
六
市
町
村
で
減
少
、
増
加
数
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
東
京
二
三
区
で
あ
っ
た
。 

 

人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入
は
今
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
政
府
調
査
で
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
国
勢
調
査
に

よ
る
確
認
は
日
本
史
に
大
き
な
転
換
点
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

少
子
化
現
象
は
も
う
か
な
り
以
前
か
ら
警
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
調
子
で
人
口
の
減
少

が
続
い
て
行
く
と
、
日
本
の
人
口
は
三
〇
〇
年
後
に
は
四
五
〇
万
人
、
現
在
の
三
十
分
の
一
近
く
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
。 

 

少
子
化
現
象
は
今
後
生
ま
れ
る
人
が
大
人
に
な
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
一
層
加
速
さ
れ
て
行
く
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。 

 

私
は
、
現
在
地
元
の
鳥
取
県
で
あ
る
社
会
福
祉
施
設
の
理
事
長
を
し
て
い
る
が
、
既
に
介
護
さ
れ
る
べ

き
人
に
応
ず
る
介
護
す
る
人
の
確
保
に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
今
後
急
速
に
拡
大
し
て
行
く

こ
と
と
な
ろ
う
。
さ
て
、
ど
う
す
る
か
。 

 

よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
外
国
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
と
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
と

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
省
力
化
を
進
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
限
界
が
あ
る
こ
と
だ
し
、

第
一
基
本
的
に
は
日
本
人
が
少
な
く
な
っ
て
了
っ
て
は
、
何
と
言
っ
た
っ
て
、
日
本
の
力
は
哀
え
て
来
ざ

る
を
え
な
い
。 

 

一
人
っ
子
政
策
を
ゆ
る
め
た
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
今
後
も
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
国
々
が

日
本
を
と
り
捲
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

少
子
化
対
策
な
ど
一
大
臣
の
所
管
に
委
せ
て
お
く
べ
き
問
題
で
は
な
く
、
内
閣
を
挙
げ
て
第
一
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
を
先
づ
明
ら
か
に
し
、
声
を
大
に
し
て
進
め
て
貰
い
た
い
。 

 

そ
の
た
め
に
過
疎
化
対
策
な
ど
後
回
し
で
も
い
い
。
Ａ
の
町
の
人
口
が
増
え
て
も
Ｂ
の
町
か
ら
移
る
だ

け
の
よ
う
な
対
策
は
地
方
に
委
せ
て
お
い
て
よ
い
。
国
は
全
体
と
し
て
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
全
勢
力
を

集
中
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
 


